
平成２４年度 第３回 温海地域審議会

次   第

日 時 平成２４年１０月５日（金）

午後１時３０分～

場 所 温海庁舎 ６階大会議室

１．開  会

２．あいさつ

３．協  議

（１）地域審議会協議テーマについて

（２）その他

４．分 散 会

５．閉  会



所属団体名等 役職名等 氏 　 名 備 　　 考

　温海地域自治会長会 会 長 奥 井 厚

　温海町森林組合 代表理事組合長 佐 藤 重 夫

　庄内たがわ農業協同組合 理 事 本 間 澄 男

　山形県漁業協同組合 理 事 本 間 満

　出羽商工会温海支部 理 事 馬 場 充

　あつみ観光協会 会 長 柴 田 実

　あつみ福祉会 理 事 橋 本 忠 志

　温海地区民生児童委員協議会 会 長 五 十 嵐 孝 昭

　温海地区小中学校ＰＴＡ会長
　連絡会幹事校ＰＴＡ会長

会 長 渡 辺 和 一

　温海体育協会 会 長 佐 々 木 眞 人

　鶴岡市老人クラブ連合会温海支部 支 部 長 五 十 嵐 幸 男

　温海地域婦人会 副 会 長 本 間 百 子

　温海芸術文化協会 事 務 局 長 榎 本 五 郎 治

　温海地域青年団体連絡協議会 代 表 伊 藤 貢

　鶴岡市消防団温海方面隊 方 面 隊 長 佐 藤 眞

公募委員 佐 藤 眞 紀 子

公募委員 佐 藤 容 介

公募委員 五 十 嵐 淳 子

公募委員 斎 藤 徹

公募委員 本 間 加 知 子

温 海 地 域 審 議 会 委 員

任期：平成24年7月1日～平成26年6月30日



職　　　　名 氏　　　　名

温 海 庁 舎 　支　所　長 伊 藤 彦 市

温 海 庁 舎 総 務 企 画 課 　課　　　長 本 間 節 子

温 海 庁 舎 総 務 企 画 課
　主　　　幹
　(併)社会教育課　主幹

石 塚 み さ

温 海 庁 舎 市 民 福 祉 課 　市民福祉課長 富 樫 達 男

温 海 庁 舎 産 業 課 　課　　　長 五 十 嵐 勇 一

温 海 庁 舎 産 業 課 　観光商工主幹 粕 谷 一 豊

総 務 部 温海税務事務室 　室　　　長 丸 山 和 男

建 設 部 温海建設事務室 　室　　　長 庄 司 又 兵 衛

温 海 庁 舎 総 務 企 画 課
　課長補佐
　(兼)コミュニティ防災主査

三 浦 市 樹

温 海 庁 舎 総 務 企 画 課 　総務地域振興主査 五 十 嵐 浩 一

温 海 庁 舎 総 務 企 画 課 　総務地域振興主査 鶴 見 美 由 紀

温 海 庁 舎 総 務 企 画 課 　総務地域振興専門員 本 間 由 縁

企 画 部 地 域 振 興 課 　地域振興専門員 三 浦 裕 美

企 画 部 地 域 振 興 課 　主　　　任 前 田 哲 佳

所　　　属

温海地域審議会鶴岡市関係者名簿



地域審議会 協議テーマ （案）

温海地域審議会

協議テーマ 日沿道全線開通に向けた地域振興策について

テーマ設定の事由

日沿道山形・新潟県境区間の整備については「都

市計画決定に向けた協議着手」が発表され、日沿道

の全線開通が現実味を帯びてきている。

日沿道の全線開通が温海地域に何をもたらすの

か、どのように変わっていくのか、全線開通までの

期間を温海地域の生き残りをかけた「勝負の１０

年」として、何をすべきか、何が必要なのかについ

て協議を行う。

協議テーマに関する

現状と課題

平成 23 年度末に日沿道鶴岡～温海間が開通した

ことにより、温海地域ではあつみ温泉の入客数が開

通後 3ヶ月間で対前年比 170％、対前々年比 141％
の増加となっている。また、救急搬送時間の短縮や

通勤・買い物などに要する時間についても短縮され

ており、各方面において日沿道開通の効果が現れて

いる。

一方、これまで幹線道路であった国道 7号温海以

北、国道 345号沿線は交通量が減少し、沿線の商業

施設などは影響を受けている。

また、車の流れが変わったことで、一部集落では

集落内の交通量が増大し生活環境が大きく変化し

ており、その対策を講じている。

今後県境部分の整備により全線開通した場合の

温海地域への影響を分析し、ストロー現象を防ぐた

めの方策と、安全で安心して暮らせるまちづくりに

向け、防災対策、生活環境の整備が課題となる。

特 記 事 項



温海地域審議会協議テーマ設定から提言までのイメージ

◎日沿道の全線開通

○温海地域にどのような影響を与えるのか （あつみ温泉ＩＣ開通による変化を踏まえて）

・社会情勢、地域の現状を把握

【観光業・商工業】

・交流人口の増加

・大都市への時間短縮

・ストロー現象の発生

【農林水産業】

・販路の拡大

・後継者不足

・遊休農地の拡大

【住民生活】

・生活圏・通勤圏の拡大

・集落内の交通量が増大

・人口の流出は

【 提 言 】 １０年の間に温海地域がしなければならないこと。

○１０年後に目指す温海地域のビジョン

【農林水産業】

・資源を活かした体験型農林水産業

・サラリーマン第 1次産業化

・海と魚の活用、海産物のブランド化

・再生エネルギーの活用

【観光業・商工業】

・あつみ温泉の活性化

・交流人口の増加

・サービスエリアの誘致

・ネットワークの構築

・森林公園「協働の森」の活用

【住民生活】

・災害に強い安全なまち

・安心して子育てができるまち

・高齢者が安心して暮らせるまち

・地域内人口の増加

地域戦略会議

・現状分析・データ提供

地域戦略会議

・事業計画（案）提示



個別プロジェクト

名　　　　称

提　　　　言

○子供を対象とした自然体験教室

　・サラリーマン林太郎

　・サラリーマン鮮太郎

　・農業体験事業

目指す都市像　　「人　くらし　自然　みんないきいき　心やすらぐ文化をつむぐ悠久のまち　鶴岡」

日沿道延伸に伴う観光誘客事業

具体的な事業

○森林公園構想に係る調査事業

○温海地域ドライブコース作成・ＰＲ事業

○観光案内看板整備事業

○天魄山周辺環境整備事業

○温和の森の再整備事業

○あつみイベントバンク運営事業

　・基礎調査の実施

　・イベントコーディネーターの養成

　・情報提供システムの開発

○　温海地域審議会の提言【平成２３年度】

○サラリーマン第１次産業化プロジェクト

日本海沿岸東北自動車道全線開通後の温海地域のビジョンについて

地域グループのネットワーク化

具体的な事業

農林水産業の後継者づくり

ルネサンス宣言

「市民・地域・行政の協調・協力による総合力の発揮により持続可能な希望あふれる鶴岡をつくる」

○温海の歴史を楽しむ彩り体験

交流プログラムの開発

温ったか“あつみ”四季の味わい体験

○山里集落の生活体験

○見る・遊ぶ・くつろぎの自然体験

○はなさき路の賑わいづくりの検討

○地域資源を活かした体験事業の検討

○食やイベントによる地域振興

○既存資源・施設の有効活用

海・水産業を活かした地域活性化

輝く海と魚の活用による“旬鮮鼠ヶ関”づくり

○鼠ヶ関産海産物のブランド化促進の検討

○マスメディアの活用方法の検討

○都市再生整備計画策定

森林文化都市

　本市にある様々な地場の資源を
生かして、産業や文化を中心とす
る本市の可能性を伸ばしていくこ
と。

　人と人とのつながりを大切にし
て集客・交流の拡大を図ること。

　高等教育機関の集積を本市の戦
略的資源として地域振興に生か
し、新時代におけると市の品格を
高めようとすること。

　市民一人ひとりが健康で生き生
きと安心して暮らせる環境を整え
ること。

　恵まれた自然を生かし、自然と
共に生きる地域づくりを推進する
こと。

創造文化都市 観光文化都市

○人材育成促進

(　参　考　資　料　）

温海温泉の振興

そぞろ歩きの楽しいあつみ温泉のまちづくり

○おもてなしの商店づくり

○温海温泉周辺観光スポット整備

○　鶴岡市総合計画【平成２１年度】

○　温海地域振興ビジョン【平成１９年度】

学術文化都市 安心文化都市



温海地域審議会

分 散 会 の 進 め 方 に つ い て

１ 分散会は、今回と次回（11月予定）の 2 回を予定しています。

２ 分散会は２つとし、司会は第１分散会を奥井会長に、第２分散会を佐藤副会長にお

願いします。  ※別紙名簿のとおり

３ 分散会に支所長以下管理職は出席しません。※運営・記録担当を除きます。

４ 事務局（市職員）は、運営・記録担当とし、基本的に出された意見に対して回答は

しません。

５ 分散会の会議録は作成せず、まとめのみを作成します。

６ 発言は出身団体にこだわらず、委員自身が日常生活の中で感じたこと、考えている

ことを発言してください。

７ 「現状」「課題」「目標」「解決策」など堅苦しい感じがしますが、ざっくばらんに自

身の考えで発言してください。

８ 話し合いの目安

（１）第１回分散会（現状・問題点等の洗い出し）

  今年の３月の日沿道鶴岡～温海間の開通に伴い、温海地域にどのような変化

をもたらしたのか。今後どのような影響が予想されるのか。効果、問題点は。

  ［農業・林業・漁業］［観光業・商工業］［住民生活］［その他］

（２）第２回分散会（将来ビジョン）

   全線開通が予定される 10年後に温海地域はどうあればよいか。どうあるべき

か。理想の姿。

［農業・林業・漁業］［観光業・商工業］［住民生活］［その他］

９ 分散会の意見整理

   分散会で出された「現状・問題点」と「将来ビジョン」のギャップを埋める為の

課題、解決策を全体会で議論し提言として取りまとめていきます。



所属団体名等 役職名等 氏 　 名 所属団体名等 役職名等 氏 　 名

 司　会  司　会

奥 井 厚 佐 藤 重 夫

庄内たがわ農業協同組合 理 事 本 間 澄 男 山形県漁業協同組合 理 事 本 間 満

出羽商工会温海支部 理 事 馬 場 充 あつみ観光協会 会 長 柴 田 実

あつみ福祉会 理 事 橋 本 忠 志 温海地区民生児童委員協議会 会 長 五十嵐 孝 昭

温海地区小中学校ＰＴＡ会長
連絡会幹事校ＰＴＡ会長

会 長 渡 辺 和 一 温海芸術文化協会 事 務 局 長 榎 本 五郎治

鶴岡市老人クラブ連合会
温海支部

支 部 長 五 十 嵐 幸 男 温海体育協会 会 長 佐々木 眞 人

公募委員 湯けむり女子会 本 間 加 知 子 温海地域婦人会 副 会 長 本 間 百 子

公募委員
あつみスポーツ
クラブネクサス

斎 藤 徹 公募委員 蓬 莱 塾 佐 藤 眞 紀 子

事務局 総 務 企 画 課 長 本 間 節 子 事務局 総務地域振興主査 五 十 嵐 浩 一

事務局 総務地域振興主査 鶴 見 美 由 紀 事務局
総 務 地 域 振 興
専 門 員

本 間 由 縁

事務局
地 域 振 興 課
地域振興専門員

三 浦 裕 美 事務局
地 域 振 興 課
専 門 員

前 田 哲 佳

第 １ 分 散 会 第 ２ 分 散 会

温海地域審議会 分散会名簿 【 変 更 】

温海地域自治会長会 会 長 温海町森林組合 代表理事組合長


































